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Abstract
We have previously isolated a bacterium which produces a hemicellulase active
toward corn seed hemicellulose. During the cultivation of this bacterium, it was found
that the bacterium is quite resistnt to heat sterilization, since even after the 20 minute-
shearing at 120℃, a significant number of bacteria appeared in the sterilized medium.






























肉 工 キ ス 1．0






麦 芽 糖 6．0　～　7．0
デ　　キ　　ス　　ト　　リ　　ソ 1．5　～　2．6
グルコース　および　フルクトース 0．6　～　0．9
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体同じで濃度による差はなかった。酵母汁では胞子の着生は見られず，グルコース添加の
場合，菌の伸長が特長的であった。麦芽汁では3日目になると，胞子の着生が見られ，
0．1～0．5％が適当であった。　（第5図）
　胞子形成条件の実験中，冷蔵庫保存中の肉汁寒天培地から集殖培養を目的として脱ぺ基
本培地に植えた菌では，培養の2日目に胞子の着生が見られた。
考 察
　本菌が熱に対して抵抗性が大であることは，胞子を形成しているためであることが判明し
た。また加熱処理前に菌が非常に少なく，処理後に表われることがあるなど，熱という物理的
刺激が胞子から歯への成長を促しているといえる。はっきりとした胞子形成の条件は得られな
かったが，代用肉汁寒天斜面，麦芽汁，脱ぺ基本培地の場合に胞子を着生し，酵母汁の場合は
着生しないことがわかった。
総 括
　さきにトウモ・コシ種子から分離したヘミセルラーゼ活性を有する細菌が800C5分間の加熱
条件では，完全には殺菌されないことから，本菌の胞子形成能を予想し，加熱条件を800Cと
900Cでそれぞれ，1，5，10，15分間更に1kg／cm2，120。Cで20分間加圧した場合に殺菌効
果のないことを確めた。次いで各種培地の胞子形成確認をM6LLER芽胞染色を用いて行っ
た。胞子形成条件について魂、，通気，pH，グルコース濃度の影響を検討した。pHについて
は，条件内で，7．0で胞ヂらしき4、のを認めることができた。
136 大宮満男・今里祥子・小川サチヨ・深堀知子
参　考　文　献
1）中山大樹，坂口謹一郎，農化，23，513（1950）
2）花岡明，原田篤也，農化，23，517，　（1950）
3）大宮，今里，小川，深堀：長崎大・教・自然・紀要，27，243～259（1976）
4）大宮，高橋，4》川：長崎木，・教・自然・紀要，22，96（1971）
5）大宮，今里，F小川，深堀＝長崎大・教・自然・紀要，24，114（1974）
6）東京大学農芸化学教室編雪¢実験農芸化学”上巻　朝倉書店（1961）P．188
7）石原，竹内他：細菌学・食品衛生学実験書　第一出版（1968）P．17
8）微生物学イ・ンドブック編集委員会編“微生物学ハンドブック”技報堂（1966）P・998
